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治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟
京
都
府
本
部

の
第
３７
回
総
会
が
９
月
１０
日
長
浜
バ
イ
オ
大
学
京
都
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
部
屋
の
換
気
、
マ
ス
ク
の
使
用
、

換
気
の
よ
い
部
屋
な
ど
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
十
分
注
意

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
原
田

完
会
長
が
、
最
近
の
情
勢
と
高
ま
る
同
盟

の
役
割
を
強
調
し
開
会
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
の
中
央
本
部
と

近
畿
プ
ロ
ッ
ク
各
県
の
会
長
、
国
民
救
援
会
の
京
都
府
本
部

会
長
、
新
社
会
党
京
都
府
本
部
委
員
長
、
日
本
共
産
党
京
都

選
出
の
衆

・
参
議
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
は
、
本
庄
豊
さ
ん
で
、
テ
ー
マ
は

「～
山
本
官
ア指
と

そ
の
時
代
～
京
都
治
安
維
持
法
犠
牲
者
名
簿
出
版
の
意
義
」

で
し
た
。

議
案
提
案
の
後
、
討
論
は
活
発
に
行
わ
れ
、
支
部
か
ら
の

「伊
藤
千
代
子
の
生
涯
」
の
上
映
運
動
と
、
そ
れ
に
結
合
し

た
会
員
拡
大
の
決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

討
論
の
後
、
活
動
報
告
と
方
針
、
会
計
報
告
と
予
算
、
監

査
報
告
を
承
認
し
、
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

会
長
に
再
任
さ
れ
た
原
田
完
会
長
が
代
表
し
て
決
意
表
明

を
行
い
、
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。
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治
安
維
持
法
犠
牲
者

国
家
賠
償
要
求
同
盟

京
都
府
本
部
第

３７
回
総
会

へ
の
ご
あ
い
さ

つ

府
本
部
会
長
　
原
田
　
完

今
日
の
総
会
は
大
変
政
治
的

危
険
な
動
き
が
強
ま

っ
て
い
る

中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

自
民
党
岸
田
内
閣
は
、
安
倍
首

相
の
銃
撃
事
件
を
利
用
し
て
国

葬
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す

。

安

倍

元
首

相

の
評

価

も

「
も
り
か
け
問
題
」
や

「
桜
を

見
る
会
」
な
ど
、
そ
の
究
明
も

な
い
中
で
国
葬
を
政
治
的
利
用

し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
で
す
。
国
葬
に
対
す
る
世

論
調
査
は
、
は
じ
め
は
国
葬
に

賛
成
が
多
か

っ
た
が
、
旧
統

一

協
会

・
勝
共
連
合
問
題
が
マ
ス

コ
ミ
で
各
種
報
道
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
な
か
国
葬
反
対
の

声
が
大
き
く
上
回

っ
て
い
ま
す
。

旧
統

一
教
会

・
勝
共
連
合
の

違
法
無
法
な
行
為
は
７０
年
代
か

ら
今
日
ま
で
続
い
て
き
ま
し
た
。

反
共
で
自
民
党
の
別
動
隊
と
し

て
利
用
し
、
違
法
無
法
の
活
動

を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
旧
統

一

協
会
は
自
民
党
政
権
に
接
近
す

る
こ
と
で
大
学
内
で
原
理
研
究

会
の
名
称
で
近
づ
き
、
正
体
を

隠
し
な
が
ら
広
告
塔
と
し
て
の

期
待
を
持

っ
て
癒
着
が
行
わ
れ

た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
問
題

で
は
自
民
党
と
旧
統

一
協
会

・

勝
共
連
合
の
関
係
で
な
ぜ
癒
着

が
生
ま
れ
た
か
根
源
的
関
係
を

党
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

自
民
党
岸
田
政
権
は
国
葬
問

題
だ
け
で
な
く
、
歴
史
修
正
主

義
や
敵
基
地
攻
撃
能
力
、
消
費

税
減
税
、
イ
ン
ボ
イ
ス
問
題
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

路
な
ど
後
手
に
回

っ
て
い
る
。

経
済
金
融
政
策
の
失
敗
に
よ
る

急
激
な
物
価
高
騰
。
上
が
ら
な

い
給
与
と
異
常
な
イ
ン
フ
レ
、

原
発
の
再
稼
働
と
新
増
設
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
は
よ
り

一
層
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

市
民
と
の
共
同
で
政
治
を
変

え
る
た
め
に
国
賠
同
盟
の
民
主

主
義
の
原
点
を
守
る
組
織
と
し

て
の
活
動
で
そ
の

一
翼
を
担
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
月
に
闘
い
の
半
ば
で
逝
去

さ
れ
た
前
増
本
会
長
が
、
国
に

よ
る
謝
罪
と
賠
償
、
人
権
の
回

復
と
治
安
維
持
法
問
題
解
決
を

繰
り
返
し
言
わ
れ
て
い
た
よ
う

に
、
２
０
２
５
年
は
治
安
維
持

法
か
ら
１
０
０
年
と
な
る
今
日

ほ
ど
、
私
た
ち
の
運
動
は
社
会

的
に
も
求
め
ら
れ
る
運
動
で
あ

り
、
二
万
人
同
盟
建
設
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
京
都
府
本
部

の
現
状
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
若
千

の
減
少
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

会
員
拡
大
を
成
功
さ
せ
る
総
会

で
す
。

今
年
の
私
た
ち
の
運
動
は
知

事

選

ｏ
参

議

院

選
と

続

き

、

「
わ
が
青
春

つ
き
る
と
も
」
伊

藤
千
代
子
の
生
涯
の
映
画
上
映

が
取
り
組
ま
れ
、
亀
岡
で
の
上

映
を
皮
切
り
に
、

「
平
和
の
た

め
の
京
都
の
戦
争
展
」
で
の
上

映
、
宇
治

。
城
陽
で
上
映
会
と

多
く
の
市
民
に
鑑
賞
い
た
だ
き
、

大
き
な
感
動
を
与
え
る
取
り
組

み
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
上
映
の
成
功
を
力
に
、

中
央
が
提
起
し
て
い
ま
す

「
２

万
同
盟
実
現
」

・

「
治
安
維
持

法
体
制
の
決
着
」
を

つ
け
る
活

2
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動

に

向

け

同
盟
会

員
拡
大

を

や

り

き

ろ

う
で
は

あ

り

ま

せ

ん

か
。

７７
回
目
の
終
戦
記
念
日

不
戦

の
誓

い
新
た
に

２
０
２
２
年
８
月
１５
日

河
原
町
四
条
で
宣
伝
！

８
月
１５
日
は
終
戦
記
念
日
で

す
。
国
賠
同
盟
京
都
府
本
部
は
、

当
日
四
条
河
原
町
で
宣
伝
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

（
写
真
下
）

１
９
４
５
年
８
月
１５
日
、
天

皇
制
政
府
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

を
受
話
し
て
連
合
国
に
降
伏
。

１５
年
戦
争
で
は
国
内
３
１
０
万

人
以
上
、
ア
ジ
ア
で
２
０
０
０

万
人
以
上
の
犠
牲
者
を
出
し
ま

し
た
。
先
の
参
院
選
で
は
、
９

条
改
憲
を
た
く
ら
む
勢
力
が
多

数
を
占
め
た
こ
と
で
、
改
憲
議

論

の
推
進
を
表
明
し
ま
し
た
。

侵
略
戦
争
の
過
ち
を
繰
り
返
さ

な

い
よ
う
、
不
戦

の
誓
い
を
新

た

に
し

ま
し

よ
う
ｃ

ロ
シ

ア
は

ウ

ク

ラ

イ

ナ
か

ら

直

ち

に
撤

退

を

―

軍

事

費

２
倍

化

の
大

軍
拡

に

ス
ト

ッ
プ

を

―

ロ
シ

ア

が

ウ

ク

ラ

イ

ナ

に

侵

略

し

て

か

ら

６

ヵ

月

以

上

が

過

ぎ

ま

し
た

ｃ

い

ま

こ
そ

「
ロ
シ

ア

は

侵

路

を

や

め

よ

」

一
国

連

憲

章

を

守

れ

」

の

一
点

で

世

界

の

政

府

と

市

民

社

会

が

団

結

す

る

と

き

で

す

。

自

民

、

公

明

、

維

新

、

国

民

な

ど

が

ウ

ク

ラ

イ

ナ

危

機

に

乗

じ

て

「
軍

事

費

２

倍

増

」

「
敵

基

地

攻

撃

」

「
憲

法

９

条

改

悪

」
の

大

合

唱

で

す
。

軍

事

費

２

倍

化

の

大

軍

拡

を

ス

ト

ッ

フ
さ

せ

ま

し

ょ
う

。

（
日

本

国

憲

法

第

９

条

）

日

本
国
民
は
、

正
義
と
秩
序

を

基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希

求
し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、

武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使

は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と

し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
ｃ

●

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
陸

海
空
軍
そ
の
他

の
戦
力
は
、
こ
れ
を

保
持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、

こ

れ
を
認
め
な
い
。

第

３７
回
総
会

で
選
出
さ

れ
た
府
本
部
役
員

〈
会
長
〉
原
田

完

〈
副
会
長
〉
佐
藤

和
夫

三
原

哲

〈
事
務
局
長
〉
薮
田
均
男

〈
常
任
理
事
〉

杉
山

勉
　
藤
原

元
幸

水

口

武
夫

〈
理
事
〉

有
元

美
津
子
　
河
野

暉
夫

川
久
保
雄

二
郎

小
林

東

一

白
子

譲
　
　
田

口

克

己

谷

回

公
洋

　

林

森

一

松
村

満
行
　
水
谷

文
信

吉

田

容
子

〈
会
計
監
査
〉

大
江

六
夫
　
木
村

充

〈
会
計
〉
杉
山

勉

〈
顧
間
〉

前
窪

義
由
紀

13
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日
本
の
国
は
ふ
た
た
び

戦
争
し
な
い

固
く
誓

い
ま
し
た

戦
争
反
対

心
よ
り
訴
え
ま
す

「平
和
の
た
め
の

京
都
の
戦
争
展
」

一

「
平
和
の
た
め
の
京
都

一一の
戦
争
展
」
が
、
７
月
３１

日
か
ら
８
月
７
日
に
長
浜

バ
イ
オ
大
学
京
都
キ

ャ
ン

バ
ス
で
開
催
さ
れ
、
約
■

５
０
０
人
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
主
催
は

「
平
和
の

た
め
の
京
都
の
戦
争
展
実

行
委
員
会
」
で
今
回
で
４２

回
目
を
迎
え
ま
す
。

文
化
企
画
と
し
て
、
あ

く
ま
で
平
和
な
合
唱
団
の

合
唱
組
曲

「
悪
魔
の
飽
食
」
。

福
知
山
の
平
野
力
さ
ん
の

一
関
東
軍
兵
士
と
し
て
対

ソ
戦
で
戦

っ
た
経
験
」
。

核
兵
器
廃
絶
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
京
都
の
学
生
対
話
企
画

「
核
兵
器
を
ど
う
思
う
か

↓
現
代
の
若
者
に
問
く
」
。

日
朝
協
会
学
習
講
演
会
の

「
日
朝
の
平
和
友
好
に
つ

い
て
考
え
る
」

（
勝
村
誠
立
命

大
教
授
）
、
京
都
平
和
遺
族
会

内
藤
玲
子
さ
ん
の

「
戦
争
が
終

わ
る
と
き
に
満
州
五
族
協
和
の

成
れ
の
果
て
」

「
戦
没
者
遺
族

の
お
か
れ
た
戦
後
と
遺
族
運
動
」
。

平
和
友
の
会
の

「
宇
治
の
ウ
ト

ロ
地
区
に

つ
い
て
学
ぶ
」
、
子

供
を
守
る
会
の
紙
芝
居

「
オ
マ
ー

ル
さ
ん
を
訪
ね
る
旅
」

「
ぞ
う

さ
ん
た
ち
の
死
」
な
ど
が
企
画

さ
れ
ま
し
た
。

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
は
、

展
示
、
書
籍
販
売
の
ほ
か
に
映

画
上
映
を
行
い
、
５
日
、
６
日

の
午
前
午
後
、

二
日
間
４
回
に

わ
た
り
、
映
画

一
わ
が
青
春

つ

き
る
と
も
」
を
上
映
し
約
５
０

０
人
が
参
加
さ
れ
、
ス
会
者
２

名
、
国
賠
署
名
７０
筆
、
書
籍
販

売
２
万
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
―

映画 」」映会で挨拶する原 FII完会長

９
条
京
都
の
つ
ど
い

ご

案

内

！

０
１０
月
１
日

（土
）
午
後

２
時

○
会

場
龍
谷
大
学
響
都

ホ
ー

ル

（京
都
駅
人
条

ロ
ア
バ

ン
テ
イ
ー

９
階
）

○
講
演

「新
た
な
改
憲
情
勢

と

私
た
ち
の
と
り
く
み
」

（仮
題
）
。

講
演
は
一
橋
大
学
名
誉
教
授

・

９
条

の
会
事
務
局
の
渡
辺

治
さ
ん
。
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